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【要旨】本研究は、１年次生が学んだ看護職として必要なことを明らかにすることを目的とし、
学生が記述したレポートから質的に分析した。学生は、【目的をもってコミュニケーションを図
る】技術が大切であることを理解し、【対象者を多面的に捉える】という看護の対象者の捉え方
について学んでいた。また、【対象者の生きる糧を尊重する】という看護者としての態度につい
て考え、【対象者の生活を探究する】ことや【対象者自身の力を尊重する】といった生活者とし
て尊重することについて理解していた。さらに、学生は、【対象者の精神的な支えとなる】こと
を役割として認識し、人々の暮らす【地域の特徴を尊重する】ことに加えて、【地域の健康増進
に目を向ける】ことが看護職として必要であると考えていた。

島根大学医学部地域・老年看護学講座
Department of Community Health and Gerontological Nursing, 
Faculty of Medicine, Shimane University

（地域看護学実習／コミュニティセンター／看護学生／看護学教育）

コミュニティセンターでの早期地域看護学実習を経験した１年次生の学び

－学生が捉えた看護職として必要なこと－

Ⅰ．研究背景

病院で看護師が出会う患者の多くは、その人々が住み
慣れた自宅等を生活の基盤としている。そのため、将来、
看護師になる看護学生はケアの対象者を「病にある者」
としてのみ捉えるのではなく、その人なりの生活習慣が
あり、生活に対する価値観をもちあわせている「生活者」
として捉えていく必要があるといえる。

臨地実習における看護学生の「生活者」の理解に関す
る文献研究１）では、学生が「生活者」として患者を理
解した内容を【疾患を持ちながらの日常生活】、【その人
の生活習慣】、【その人の家族】、【その人の信念】、【その
人の社会的な側面】、【その人の経済的な側面】に分類さ
れたことを報告している。この文献研究では、学生が入
院施設や外来で患者と関わる中から生活者として患者を
どう理解したのかについて整理されていたが、医療機関

だけの実習では、患者の家族や実際の生活環境まで含め
て生活者として理解することは、経験の浅い低学年にお
いては、簡単なことではないと考える。そのため、看護
学生は看護学を学ぶ早い時期から、看護の対象とする人
の生活の場である地域について理解を深めていく必要が
あると考える。４年制看護基礎教育課程で学ぶ１年生を
対象とした、地域での早期体験実習の教育効果２）では、
実習を通した気づきの一つに、暮らし方、生きがい、健
康観といった「看護の対象に関する気づき」があったこ
とが報告されている。看護学生は低学年のうちに地域の
人々の活動の場に入り、そこに来ている人を観察するこ
とや、コミュニケーションを図ることで、医療的な知識
は十分でなくとも、人々が大事にしている生活スタイル
や生活の中の楽しみがあることについて理解しようとし
ていることが窺える。また、１年次に学生自身の家族や
友人等身近な人とともに過ごす中でその人を観察し、生
活状況の聞き取りを行った実習においては、地域で生活
する人への看護の機能に関する学生の学びの一つに、適
切な距離を保つ、安心感を与えるコミュニケーション、
相談しやすい雰囲気づくりといった信頼関係を築く関わ
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りが報告されていた３）。このように、１年次においては、
地域で暮らす身近な人々の生活の場に入りコミュニケー
ションを図ることで、看護職として必要とされることを
実習という経験から捉えることができていると考える。

2020年に保健師助産師看護師学校養成所指定規則が
改正され、「在宅看護論」は「地域・在宅看護論」と名
称が変更され４）、地域看護論と統合され、基礎看護学の
次に重要な基礎科目に位置づけられるようになった。A

大学においては、2022年度入学生より１年次に行う「早
期地域看護学実習」１単位を地域看護の基礎を学ぶ実
習として位置づけている。この実習では、B市にあるコ
ミュニティセンターを実習施設とし、看護学生は、コ
ミュニティセンターが管轄する地区に住んでいる人々の
中にある文化や価値観を理解するために、実際に地区を
歩き、目で見て、肌で感じながら生活環境を捉える。ま
た、コミュニティセンターで行われている活動に参加
し、交流することや話に耳を傾けることで、地域で暮ら
す人々の生活の様子や健康に対する価値観を知る。これ
らを踏まえて、将来、人の健康に携わる看護職としての
心構えを養うことを目指した実習としている。しかしな
がら、入学後早い時期に、地域で行われている活動の場
に入り、そこでの体験から看護職として必要なことにつ
いて学生がどう考えているのかを整理されたものは少な
い。１年次看護学生が実習を通して捉えた看護職として
必要なことについて、レポートから整理することで、今
後の看護教育への示唆が得られると考える。

Ⅱ．研究目的

早期地域看護学実習後に１年次生が記述したレポート
から、学生が捉えた看護職として必要なことを明らかに
することを目的とした。

Ⅲ．早期地域看護学実習の概要

１．実習目標
地域で生活している人と地域活動を通して交流し、地

域の人々が生活している環境やライフスタイル・価値観
を捉える視点を養い、健康と関連づけて捉える基礎的な
力を育む。また、地域社会で看護の役割を果たすことに
ついての意義・意欲を高める。

２．実習時期・期間
１年次の８月下旬から９月初旬の５日間

３．実習場所
B市にある12のコミュニティセンター

４．実習内容
初日は、実習施設や周辺環境の概要について理解する

ために、コミュニティセンターの職員から地域の特性や
活動について話を聞き、生活に必要な資源マップづくり
を行った。実習２日目より、コミュニティセンターの周
辺を歩き、地域の人が生活している環境について観察
し、得た情報について資源マップに追加することや、コ
ミュニティセンターで行われている活動に参加し、職員
や参加者と交流を図った。地域で生活している人々をよ
りよく理解するために、環境、ライフスタイル、価値観
について自分たちが考えたインタビューガイドをもとに
インタビューを実施した。

実習の最終日には、現地で学んだ地域で生活している
人々の環境やライフスタイル・価値観と健康の関連につ
いて共有し、実習を通して考察した看護職として求めら
れる姿勢について考えを深めることを目的とした報告会
を行った。各実習グループでまとめた内容を発表し、他
のコミュニティセンターで実習を経験した学生の学びに
ついても共有する機会とした。

Ⅳ．研究方法

１．対象者
A大学において早期地域看護学実習を経験した58名と

した。

２．データ収集方法
対象者に対し、早期地域看護学実習終了後に提出して

もらった「実習を踏まえて地域社会において看護が果た
す役割について考えたこと」をテーマとしたレポートの
コピーと意向書が対になったものを渡した。１週間の期
日を設けて、対になった無記名の意向書とレポートを所
定の場所に提出してもらった。意向書において研究に

「協力する」と回答した対象者のレポートの記述内容を
分析対象とした。

３．分析方法
分析は研究者５名を中心に行った。 それぞれが、10

～11のレポートの記述を繰り返し読み、実習を通して考
えた看護職として必要なことについて書かれている部分
をまとまりごとにエクセルシートに入力し、まとまりの
内容を表すコードをつけた。その際に、できるだけレ
ポートに記述されていた言葉を用いるようにした。研究
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者間で分析の視点をそろえるために２回集まり、内容を
表すコードとなっているのか、コードの抽象度がそろっ
ているのかについて確認を行った。最終的に１名の研究
者がすべてのコード化について確認した。その後、コー
ド間の類似性や相違性を検討し、サブカテゴリーとして
分類した。サブカテゴリー間を比較検討し、共通する意
味内容ごとにまとめカテゴリーとした。コードのまとま
りは適切であるか、コードの内容を反映したカテゴリー
名となっているか、カテゴリー名の抽象度は妥当かにつ
いて研究者間で確認した。

Ⅴ．倫理的配慮

対象者に対して、研究の主旨、自由意思を尊重するこ
と、無記名での提出のため、同意が得られなくても今後
の学習の評価等には影響がないこと、データの適切な取
り扱い、研究に関する問い合わせ先等について文書を用
いて口頭で説明した。意向書とレポートはその場で回収
せず、期日を設け、所定の場所に提出を求めた。また、
意向書とレポートは無記名での提出をお願いした。な
お、本研究は、島根大学医学部看護研究倫理委員会の承
認を得て実施した（通知番号：第401号）。

Ⅵ．結　　果

58名の対象者に対して研究依頼を行い、52名から回
答を得た。そのうち協力の意向のあったデータは51名
分であった。

コミュニティセンターの活動を通した看護学実習か
ら学生が学んだ看護職として必要なこととして、156の
コードが抽出され、26サブカテゴリー、８カテゴリーに
集約された。なお、本文中の【　】はカテゴリー、＜＞
はサブカテゴリー、「　」はレポートの記述内容を示し
た。

１．【目的をもってコミュニケーションを図る】
学生は、 積極的に話をしようとすることや良好なコ

ミュニケーションを図ることが信頼関係の構築につなが
ると考え、＜信頼関係を築くためにコミュニケーション
をとる＞ことを学んでいた。

そして、「話をうかがってみると、そこまで不便には
感じておらず、この地区には多くの住民のかかりつけ医
となり信頼されている医院が存在し、そこが医療機関と
しっかり連携をとることで医療体制が整っていることが
分かった。この様に、地域の方にお話を聞くことで初め
て知ることができる考えや価値観があるため、対象者を

理解して寄り添った支援を行う上でコミュニケーション
が重要になってくると考えた。」のように、＜対象者を
理解するためにコミュニケーションをとる＞ことが必要
であると学んでいた。

２．【対象者を多面的に捉える】
実習の最終日に行った学内での報告会を通して、自分

が実習した地域とそれ以外の地域に暮らす人々のライフ
スタイルや価値観との違いを感じ、＜対象者のライフス
タイルや価値観を理解する＞ことが必要であると考えて
いた。加えて、＜地域の特徴と対象者のライフスタイル
を理解する＞のように、１つの側面のみから人を理解し
ようとするのではなく、いくつかの側面からその人を捉
えていくことの大切さを学んでいた。

また、「医療従事者として地域住民の方と関わる際に
は、看護者として住む地域や年齢、性別が様々に異なる
方と接し、さらに価値観の違いを実感することになると
考える。すべての人が住み慣れた地域で安心して暮らす
ことをサポートするためにも、互いの価値観を尊重し、
習慣や考え方は違っても当たり前だという意識をもつ姿
勢を大切にしようと考えた。」のように、＜人々の価値
観は多様であることを理解する＞必要があると考えてい
た。

３．【対象者の生きる糧を尊重する】
インタビューを通して、活動に参加することに前向き

でない人や健康に重きをおいていない人も存在すること
を理解し、＜一人一人の価値観を尊重する＞ことが大切
であると考えていた。

また、「価値観を理解せず、 対象者と接することは、
その人を不快にさせてしまったり、傷つけてしまったり
すると考える。人というのは固定概念で物事を決めつけ
てしまう傾向がある。その時、いかに相手の立場に立っ
て考えることができるかというのは看護者として必要に
なってくる。」のように、＜自分の物差しだけで対象者
を判断しない＞ことが大切であると考察していた。

さらに、いずれは地域での生活を送る患者に対して、
＜対象者の生きがいを大事にする＞必要があると考察し
ていた。

また、「楽しそうに真剣にクラブ活動に励んでいる様
子やインタビューを通して、音楽クラブでの活動が生活
の中の楽しみになっていると考え、ケアの対象者にとっ
ての生活の楽しみを自分から把握しようとする姿勢が大
切だと考えた。」のように、＜対象者にとっての楽しみ
を尊重する＞姿勢が大切であると考察していた。
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カテゴリー(8) サブカテゴリー（26） 代表的なコード

小さな変化に気づいたり信頼関係を築くためにも対象者と積極的にコミュニケーションを取ることも重要である

異なった価値観や様々な状況にある看護の対象者と向き合い良好なコミュニケーションによって信頼関係を築く

対象者一人一人の環境やライフスタイル、価値観は異なることをコミュニケーションを通して理解することが大切であ
る

地域の方に生活や医療のお話を聞くことで初めて知ることが出来る考えや価値観があるため、対象者を理解して寄り
添った支援を行う上でコミュニケーションが重要

それぞれの対象者のライフスタイルや価値観を理解することが必要である

地域によって環境や地域の人々のライフスタイルや価値観が違っていることが分かり地域やそこに住む人一人一人のこ
とを理解することが大切である

看護者は患者の地域の特徴、それぞれの患者がもつ生きがいやライフスタイルを理解すること

住んでいる地域やその人の周りの環境の特性と多様な価値観があることを理解した上で支援する

地域の方は元気でいきいきとしていると感じられたがすべての住民が同じような生活を送っているのではないため一部
分だけで判断するのではなく対象者を多様な視点から捉えることが必要

人々と地域を多様な視点から捉えるために積極的に人と関わり多様性を理解することが必要

活動に参加することに前向きでない人や健康に重きをおいていない人も存在するため個人個人の考えや価値観を尊重す
ることが必要

対象者一人一人を生活者として捉えて価値観やライフスタイルの多様性を尊重した看護を提供することが必要

自分の価値観だけで物事を考えないように様々な価値観の方がいらっしゃることを理解しておくこと

対象者の価値観を自分の固定観念だけで決めつけてしまうのではなく相手の立場に立って考えることが看護者として必
要になってくる。

看護師として患者さんの生きがいややりたいことをできる限り尊重することが必要である

その人の生きがいを大切にした看護を実践する

住民がもつそれぞれのライフスタイルを守れるように住民にとっての生きがいや生活の楽しみを支援していく

対象者の生活における楽しみを把握しようとする姿勢が大切

患者を患者として捉えるだけでは不十分であり地域の一住民として捉えることが大切

人によってライフスタイルや価値観は異なるため対象者を病気やけがをしている人として捉えるのではなく複数の役割
をもつ生活者として捉えて対象者にあった看護を提供することが必要

地域で生活している人々の環境やライフスタイル、価値観は健康と密接に関係しており患者の普段の生活を知ることは
最適なニーズを提供するときに不可欠である

人の価値観の多様性を理解しその人の生きてきた背景に目を向ける姿勢が必要

患者は一人一人病気を患う前の日常があり退院後も日常が続くということを念頭に置くことが大切である

入院前の生活を理解し退院後にも入院前のライフスタイルを続けられるようにサポートすることが必要である

対象者の健康だけではなくその人らしい生活を送るにはどのような援助が必要なのか捉えることが必要

看護の対象者は生活の環境や身体状況が変化してしまうためその人が大切にしている習慣や趣味などの活動ができるよ
うにその人なりの生活を支えていく必要がある

多職種と連携して必要なサービスへつなぎながら住み慣れた町で最期まで生活することができるようサポートする

一人一人に対してそれぞれの価値観に沿ったサポートをするために多職種と連携する

住みやすい町を作り守っていく要である住民の主体性を引き出すことが看護師の役目である

対象者が物事を理解でき自主的に行動できるよう働きかける事が地域社会における看護の果たす役割

個々に力があることを理解してその人の力を生かしたり引き出したりすることが役割としてある

看護師は対象者が今していることの理由や経緯を知り対象者を認め見守る役割がある

避難場所や危険な場所を知っておくことで起こった際のより安全で早急な対応につながるために様々な視点から地域を
捉えることが必要である

地域の特徴や課題を理解する姿勢が重要である

地域の概要や特徴を把握し地域で生活する人の生の声を聴くことで対象者を理解しようとする姿勢が必要

地域の事実や数値だけでなく住民の声に耳を傾けることが必要である

異なった価値観や考え，生きがいを尊重しながら人と人とのつながりを希薄にしないように身近な社会参加から支援す
る

対象者における人と人とのつながりを意識しつながりが保てるように支援する必要がある

日頃から地域の人たちと交流を図りどのような情報が欲しいと思っているか生活の中での地域に対するニーズは何かを
考えライフスタイルや価値観を理解した上で地域住民のニーズに合った活動を考える

看護職は地域の人の特徴やライフスタイルなどを把握しやすい立場にあるため地域の健康へのニーズを理解し満たすよ
うな取り組みを行おうと考える

地域の人たち同士でのコミュニケーションの機会を通し情緒的に支えていくこと

人間関係づくりになる活動を通した、人々の心の健康を守っていく役割

増えてきている老老介護の負担を考えると患者だけでなく患者家族への援助をすることが必要

介護による疲れで夜も眠れなくなる程の不安を抱いたというお話を聞き家族も精神的につらい思いをしていると知り家
族などの周りの人にも着目をしケアを行う

患者へのケアだけでなく患者の家族の話や相談を聞くことで患者家族の心のケアが可能である

地域の活動に参加できなかったりそれによって人との関りの機会がない方々に人と関わる場の提供をすること

病気や障害があっても多くの人と関わることができるよう人々が集まる場所や方法を変えて援助をする

個人の健康や健康観に影響する周りの環境を整えることがとても大切である

環境と健康を結びつけ観察し環境を改善していくことも看護の役割である

医療者として地域の関わりに積極的に介入し地域住民の暮らしを理解した上で取り入れやすい健康増進活動を行うこと
が大切だと考える

医療機関以外にも看護職の知識や技術を生かせる場所があり病気を抱えている人だけでなく健康な方や状態が安定して
いる人が健康を保持増進させるために看護の知識や技術を使う

大半の人に埋もれてしまっている助けを必要としている人がいることを知ること

活動に参加できない人や手段や情報がなくニーズを発信できない人に対しても情報やケアを提供する

地域の健康増進に
目を向ける

人と人とが
つながれるようにする

人の健康に関連する
環境を整える

看護の知識を
住民の健康に活かす

潜在化する助けを
必要としている人にも目を配る

対象者の
精神的な支えとなる

対象者のこころの
健康を支える

患者の周りにいる人の
精神的負担の軽減を目指す

地域の特徴を
尊重する

地域の特徴を捉える

地域で生活する人の声に
耳を傾ける

地域住民のつながりを
意識して関わる

地域のニーズを捉えた
活動を考える

対象者の生きがいを
大事にする

対象者にとっての
楽しみを尊重する

対象者自身の力を
尊重する

対象者がもっている
主体性を引き出す

対象者のもっている
力を活かす

対象者の生活を
探究する

対象を生活する人と
捉えていく

対象者の生活のあり様を
理解する

これまでの生活を踏まえ
これからの生活を支援していく

対象者がその人らしく
生きることを支える

多職種で連携し
対象者の生活を支える

対象者の生きる糧を
尊重する

自分の物差しだけで
対象者を判断しない

一人一人の価値観を
尊重する

対象者を多面的に捉える
地域の特徴と対象者の

ライフスタイルを理解する

対象者のライフスタイルや
価値観を理解する

人々の価値観は多様である
ことを理解する

表　コミュニティセンターの活動を通した看護学実習から学生が学んだ看護職として必要なこと

目的をもって
コミュニケーションを図る

信頼関係を築くために
コミュニケーションをとる

対象を理解するために
コミュニケーションをとる

表　コミュニティセンターの活動を通した看護学実習から学生が学んだ看護職として必要なこと
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４．【対象者の生活を探究する】
地域で暮らす人々には家庭やコミュニティでの役割が

いくつかあることを理解し、看護師はケアの対象とする
患者を、病気のある人と捉えるだけでは不十分であると
考える＜対象を生活する人と捉えていく＞ことの必要性
を学んでいた。また、地域で生活している人々の環境や
ライフスタイル、価値観は健康と密接に関係しており患
者の普段の生活を知ることは最適なニーズを提供すると
きに不可欠であるなどの、＜対象者の生活のあり様を理
解する＞ことが必要だと考えていた。

そして、「今までは病院で病気を治すことに焦点を当
て続けていたが、今回の実習で、一人一人に病気を患う
前の日常があり、退院した後もその日常が続くというこ
とを念頭に置くことが大切であると分かった。」のよう
に、＜これまでの生活を踏まえこれからの生活を支援し
ていく＞ことを理解していた。

加えて、対象者の健康だけではなくその人らしい生活
を送るにはどのような援助が必要なのか捉えるなど＜対
象者がその人らしく生きることを支える＞ことや、住民
一人一人に対してそれぞれの価値観に沿うためには、＜
多職種で連携し対象者の生活を支える＞ことが大切であ
るという学びを得ていた。

５．【対象者自身の力を尊重する】
「コミュニティセンターの職員の方が『町づくりは人

づくり』というお話をされていたのを思い出し、住みや
すい町を作り守っていくための要となる存在はそこに住
む住民であると改めて思った。このことから看護者の役
目は住民の主体性を引き出すことであると考える。」の
ように、＜対象者がもっている主体性を引き出す＞必要
があると考えていた。

また、「看護が果たす役割は、見守ること、認めるこ
と、対象者が物事の重要性を理解できるような働きかけ
をすること、…（中略）…すぐに新しいことを提案した
り、医学的に正しいことを押し付けたりするのではな
く、対象者が今していることの理由や経緯を知って理解
したり、できていることを認めたりするという役割があ
る。」のように、＜対象者のもっている力を活かす＞姿
勢が大切であると考察していた。

６．【地域の特徴を尊重する】
看護者として、避難場所や危険な場所を知っておくこ

とで起こった際により安全で早急な対応につながるため
に＜地域の特徴を捉える＞ことや、「地域を事実や数値
だけで捉えずに、住民の声に耳を傾ける必要性を感じ
た。」のように、＜地域で生活する人の声に耳を傾ける

＞こと、地域の中にもともとある＜地域住民のつながり
を意識して関わる＞必要性を感じていた。

さらに、地域の人々と交流することでどのような情報
を欲しいと思っているのかなどのニーズに沿った活動を
考えていくといった＜地域のニーズを捉えた活動を考え
る＞姿勢が必要であると考えていた。

７．【対象者の精神的な支えとなる】
「小さな子どもをもつ親御さんの心のケアをしていく

ことも看護の役割の一つになってくる」のように、小さ
い子どもをもつお母さんの話したいことに耳を傾けるこ
とが心のケアにつながると理解し、＜対象者のこころの
健康を支える＞必要を感じていた。

また、家庭の中で介護者としての役割を担っている人
から話を聞き、増えてきている老老介護の負担を考え、
＜患者の周りにいる人の精神的負担の軽減を目指す＞必
要があると考えていた。

８．【地域の健康増進に目を向ける】
学生は、病気や障がいをもっていても＜人と人がつな

がれるようにする＞ことの必要を学んでいた。そして、
個人の健康や健康観に影響する周りの環境を整えること
など、＜人の健康に関連する環境を整える＞必要につい
て考えていた。

また、医療者として地域の関わりに積極的に介入し地
域住民の暮らしを理解した上で取り入れやすい健康増進
活動を行うなどの、＜看護の知識を住民の健康に活かす
＞ことが可能であると考えていた。

加えて、「地域には地域の福祉バスなどはなく、車や
自転車などに乗れないと活動に参加できず生活に車がな
いと不便である状況であることを学んだ。…（中略）…
看護は自分から活動に参加できない人に対してや、手段
や情報がないこと、状況によってニーズを発信できない
人に対して、訪問して情報やケアを提供し」のように、
＜潜在化する助けを必要としている人にも目を配る＞必
要があると考えていた。

Ⅶ．考　　察

１．コミュニティセンターでの実習を通して１年次学生
が捉えた看護職として必要なこと

１）看護の対象とする人を生活者として尊重すること
学生は、＜信頼関係を築くためにコミュニケーション

をとる＞や＜対象者を理解するためにコミュニケーショ
ンをとる＞という、【目的をもってコミュニケーション
を図る】必要性を理解していた。医療施設及び地域を

コミュニティセンターでの早期地域看護学実習を経験した１年次生の学び－学生が捉えた看護職として必要なこと－ 83



フィールドとした１年生の実習における学びを整理され
た研究では、患者によって声の大きさや言葉使い、話す
スピードなどコミュニケーション手法を工夫することの
重要性５）や対象者理解のためのコミュニケーションの
必要性６）が報告されていた。実習のフィールドは違う
が、本研究の１年次生においても、コミュニティセン
ターの利用者に合わせて、あるいは、利用者をより理解
するために聴くことや話すことが大切であるという理解
をしていたと推察する。

地域の人々に対して、ライフスタイルや価値観につい
てインタビューを行うことで、【対象者を多面的に捉え
る】ことが、看護職にとって必要であることを学んでい
た。コミュニティセンターで行われる活動は、平日の日
中に行われるものが中心であり、身体的にも比較的元気
な高齢者の参加がみられるものが多いといえる。学生は
交流した人からの話だけで、地域の全体像を把握したと
思いがちな部分があるが、コミュニティセンター職員か
らの活動に参加する人の特徴について話を聞くことで、
活動に参加できる人や活動に参加したいと考える人ばか
りではなく、＜人々の価値観は多様であることを理解す
る＞ことに気づくことができ、【対象者を多面的に捉え
る】という学びにつながっていたと考える。

出会った地域の人々には、それぞれ異なった価値観が
あることを理解するだけでなく、【対象者の生きる糧を
尊重する】という看護者としての態度について学生は学
んでいた。吉田ら３）は、地域で生活する対象への看護
について、対象の生き方を認識し尊重するといった相手
の価値観を認めた関わりの重要性を学生が学んでいたこ
とを明らかにしている。本研究における１年生自身も価
値観をもつ一人の生活者として、自分だったらどう思う
だろうかと、他者の出来事を自分に置き換えて考えるこ
とができた結果、相手の価値観を尊重することの重要性
を学べていたと推察する。さらに、学生は、看護の【対
象者の生活を探究する】必要があると感じていた。外来
実習を通して１年生が学んだことの中には、患者側より
も看護師側から患者の生活全体を見るという学びが報告
されていた７）。この先行研究では、外来患者に同行し、
外来患者から話を聞くことや外来看護師がどう関わって
いるかを見学することで、生活全体を見るという学びが
抽出されているが、実際には、生活する環境を目にして
いない。しかしながら、本研究の対象者は、実際に人々
が暮らす地域の環境の一部を目にし、人々の生活の様子
を聞いたことで、これまで自分が経験してきた生活とは
違う他者の生活がイメージできた部分もあり、看護する
際に対象者自身の生活を理解しようとする姿勢が必要で
あることの学びにつながっていると考える。また、本研

究における１年次生は、コミュニティセンターの職員の
話や活動の様子から、地域の人々のもつ能力に着目し、

【対象者自身の力を尊重する】ことを看護職として必要
なことと捉えていたと推察する。【対象者自身の力を尊
重する】に含まれる対象者の主体性を引き出すことや対
象者のもっている力を引き出すために具体的にどうして
いくことが必要であるのかについては、今回の実習だけ
では十分な学びとはいえない。今後、学生が経験や学習
を積み重ねる中で理解していけるような支援の仕組みが
必要であると考える。

２）地域に暮らす人々の健康を支える
本研究の１年次生は、実習最終日の報告会を通して、

コミュニティセンターのある同じB 市内でも、 地区に
よって地形や風土、文化が異なることを他の学生の発表
や意見交換から知ることで、【地域の特徴を尊重する】
という、地域の特徴やライフスタイルの多様性を理解し
た上で関わる大切さを学ぶことができたと考える。学生
や新人看護師への教育・指導においては、グループワー
クを授業の中に意図的に組み込み、他者とやりとりする
中から一つの実践を生み出していくことが重要となると
いわれている８）。１年次生は、早期地域看護学実習を通
して他者と体験を共有することで、お互いの経験を比較
し、自分の経験の捉え方を深めることにつながっていた
と推察する。

さらに、本研究における１年次生は、【対象者の精神
的な支えとなる】ことや【地域の健康増進に目を向ける】
といった、人々の健康を支えることを意識した関わりの
重要性に気づいていた。地域活動に参加している高齢者
は、不参加者と比べ精神・社会的健康度の低下を抑えて
いる９）ことに加え、若年・高齢のいずれの世代におい
ても他者と交流している者は精神的健康が良好である10）

ことが明らかにされている。本研究の１年次生は、地域
の人々と交流する中で、人とのつながりが生きがいのあ
る生活につながっていると捉え、＜人と人とがつながれ
るようにする＞などの【地域の健康増進に目を向ける】
ことが看護職として必要であると学べていたと考える。

２．今後の看護教育への示唆
１年次生は、【目的をもってコミュニケーションを図

る】や【対象者を多面的に捉える】ことで、【対象者の
生活を探求する】という地域の人々を生活者として捉え
ることの必要性を学んでいた。看護職は、ケアを行うた
めに、まずは対象者がどのような状況にあるのかといっ
た対象の理解をしていく必要がある。そのため、教員に
は、学生が対象者を多面的に見ていくことと、それらの

竹田裕子・今岡春奈・宇都宮咲子・伊藤智子・土江梨奈・榊󠄀原　文・加藤真紀・原　祥子84



情報から適切にアセスメントできるように支援すること
が求められるといえる。対象とした１年次生の中には、
実習を通して、地域の人々には家族やコミュニティでの
役割などがあることを知り、看護の対象者を柔軟な視点
で捉えていくことが大切であることを感覚的に学んでい
た者がいると推察する。コミュニティセンターでの実習
を通して交流した地域の人々は複数の役割をもつ生活者
であるということを体験と結び付けて考えられるように
教員が関わることが必要であるといえる。また、成人看
護学実習において、学生の受け持ち対象者の理解が深ま
る契機となった体験の一つに、対象者を一人の生活者と
して捉えるという体験が報告されており11）、今後、学生
らが病院等で出会う患者を自分の経験から考えた生活に
留めず、相手の生活をイメージし、対象理解が深まるよ
うに、各専門領域の演習や実習で重ねて教育していくこ
とが必要であると考える。そして、【対象者自身の力を
尊重する】に含まれる対象者の主体性を引き出すことや
対象者のもっている力を引き出すために具体的にどうし
ていくことが必要であるのかについては、理論的に知識
を伝えるだけでなく、学生が経験や学習を積み重ねる中
でイメージが広がるように、事例を用いることや他者と
経験を共有することを講義や演習に意図的に取り入れて
いく必要があると推察する。

１年次生は、【対象者の精神的な支えとなる】ことや
人々の暮らす【地域の特徴を尊重する】ことに加えて、

【地域の健康増進に目を向ける】ことが看護職として必
要であると考えていた。１年次生が体験した、コミュニ
ティセンターでの活動は＜人と人とをつながれるように
する＞を意識した活動であったことが窺えるが、実際に
地域にある社会資源やシステムについて学んでいない状
況での地域での実習では、＜人と人とをつながれるよう
にする＞を含めた【地域の健康増進に目を向ける】こと
にどのような看護職がどう関わっていっているのかとい
うことについての理解までには至らないといえる。その
ため、実習中に学生が具体的にどう理解しているのかを
確認し、不足している知識については、主体的に学べる
ように支援をしていく必要があると考える。

Ⅷ．研究の限界と今後の課題

本研究は、 一つの大学の早期地域看護学実習を通し
て、学生が捉えた看護職として必要なことをレポートか
ら明らかにしたものである。そのため、レポートによっ
ては、学びがどのような体験から得られたのかという具
体的な記述がないものや、抽象度の高い表現で記述され
ていたものがあることが結果に影響している可能性が考

えられる。また、単年での調査であることから、限られ
た範囲での学生の学びである。そのため、今後は、実習
での体験を踏まえレポートに記述できるように、実習中
からの支援を行うことや、研究としては、インタビュー
等の方法を用いて、学生が捉えた看護職として必要なこ
とを丁寧に記述していくことが必要である。

Ⅸ．結　　論

早期地域看護学実習後に１年次生が記述したレポート
から、学生が捉えた看護職として必要なことを明らかに
した。その結果、１年次生は、【目的をもってコミュニ
ケーションを図る】技術が大切であることを理解し、【対
象者を多面的に捉える】という看護の対象者の捉え方に
ついて学んでいた。また、【対象者の生きる糧を尊重す
る】という看護者としての態度について考え、【対象者
の生活を探究する】ことや【対象者自身の力を尊重する】
といった生活者として尊重することについて理解してい
た。さらに、学生は、【対象者の精神的な支えとなる】
ことを看護職の役割として認識し、人々の暮らす【地域
の特徴を尊重する】ことに加えて、【地域の健康増進に
目を向ける】ことが看護職として必要であると考えてい
た。そのため、看護の対象とする人を生活者として尊重
することや地域に暮らす人々の健康を支えることについ
て、実習での経験と結びつけて考えられるように教員が
その場で支援していくことや、今後の教育の中で理論的
に知識を伝え、対象者理解について深めていけるように
関わることが必要であると考える。
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